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滋
賀
県
長
浜
市

給
食
費
無
償
化

語
り
合
い
ま
し
ょ
う
！

障
害
児
教
育
の
こ
と
を
！

　

市
対
連
・
市
労
組
連

は
、
来
年
度
の
大
阪
市

予
算
案
を
審
議
す
る
２

・
３
月
市
会
開
会
直
前

の
１
月
26
日
、
市
民
要

求
持
ち
寄
り
集
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

市
政
報
告
の
井
上
市

議（
共
産
党
）は
、
維
新

の
会
が
都
構
想
を
蒸
し

返
し
、
住
民
投
票
を
し

よ
う
と
し
て
い
る
が
、

総
合
区
説
明
会
で
も
市

民
の
関
心
は
高
ま
ら

ず
、
制
度
論
よ
り
今
の

暮
ら
し
を
何
と
か
し
て

が
切
実
な
願
い
で
あ
る

と
指
摘
。「
副
首
都
ビ

ジ
ョ
ン
」に
は
Ｉ
Ｒ（
カ

ジ
ノ
）と
万
博
だ
け
が

経
済
成
長
戦
略
だ
と
書

か
れ
て
お
り
、
半
年
だ

け
の
万
博
を
理
由
に
し

て
、
地
下
鉄
延
伸
な
ど

の
巨
大
開
発
を
行
お
う

と
し
て
い
る
こ
と
を
厳

し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　

集
会
に
は
大
阪
市
民

会
議
事
務
局
長
が
参
加

し
「
大
阪
市
の
存
続
を

求
め
る
署
名
」
提
出
記

者
会
見
を
２
月
27
日
に

行
う
等
の
取
り
組
み
を

報
告
し
ま
し
た
。

　

橋
下
徹
氏
は
住
民
投

票
に
つ
い
て
「
無
理
し

て
や
ら
な
い
方
が
い

い
」、「
今
の
状
況
で
、

都
構
想
の
必
要
性
が

（
市
民
に
）
う
ま
く
伝

わ
っ
て
い
な
い
」「
維

新
を
立
ち
上
げ
た
と
き

批
判
ば
か
り
の
万
年
野

党
と
は
違
う
『
是
々
非

々
』
を
掲
げ
た
。
…
今

の
維
新
は
『
非
』
が
弱

い
。
だ
か
ら
与
党
の
補

完
勢
力
と
見
ら
れ
て
支

持
が
広
が
ら
な
い
」
と

指
摘
。
維
新
の
会
は

「
都
構
想
先
送
り
で
も

崖
っ
ぷ
ち
」（
１
月
28

市対連
市労組連
要求集会

校
設
置
協
議
会
準
備
会

等
を
強
行
し
ま
し
た
。

　

生
野
区
は
、「
鶴
橋

中
学
校
が
平
成
31
年
に

全
学
年
単
学
級
化
す
る

こ
と
か
ら
小
学
校
に
さ

き
が
け
て
中
学
校
再
編

を
進
め
る
。
教
育
環
境

の
改
善
に
大
き
な
支
障

が
出
て
く
る
と
い
っ
た

　

３
学
期
が
始
ま

り
、
一
か
月
が
経
ち

ま
し
た
。
風
邪
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
そ

し
て
今
年
の
寒
さ
！

に
負
け
ず
子
ど
も
た

ち
も
私
た
ち
も
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

　

各
支
部
や
専
門
部

で
も
、
引
き
続
き
学

び
を
深
め
て
い
ま

す
。
１
月
４
日
に
は

堺
市
の
青
年
た
ち
と

の
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
26
日
に
は
港
支

部
「
学
級
通
信
講

座
」。
学
級
づ
く
り

の
様
子
な
ど
も
聞

き
、
参
加
者
は
「
ア

イ
デ
ア
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
、
実
践
し
た

い
」、「
お
家
の
人
に

子
ど
も
の
頑
張
り
を

伝
え
る
た
め
に
も
、

や
っ
て
み
た
い
」
な

ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

　

北
大
阪
支
部
・
女

性
部
に
よ
る
「
文
化

と
バ
ザ
ー
の
つ
ど

い
」（
２
月
３
日
）、

大
教
組
青
年
部
「
青

年
フ
ェ
ス
タ
」（
17

日
・
18
日
）、
ピ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
ー
in
お

き
な
わ
特
別
企
画
の

映
画
上
映
会
（
25

日
）
が
企
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

冬
の
間
に
蒔
い
た

種
が
や
が
て
春
に
な

り
芽
が
で
る
よ
う
に

組
合
の
つ
な
が
り
・

自
己
の
ひ
き
だ
し
も

広
が
っ
て
い
き
ま
す

よ
う
に
…
。

た
ん
ぽ
ぽ

　
　 

だ
よ
り
２月

・
鶴
橋
中
学
校
学
校
設

置
協
議
会
ニ
ュ
ー
ス
）。

　

生
野
区
中
学
校
区
で

は
、「
準
備
会
に
出
席

し
て
い
る
方
や
地
域
が

学
校
再
編
に
必
ず
賛
成

し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
」と
の
意
見
に
、「
賛

成
・
反
対
も
含
め
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
意

見
を
出
せ
る
場
と
す
る

こ
と
」が「
協
議
結
果
」

と
な
り
ま
し
た
。
統
廃

合
強
行
を
許
さ
な
い
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

具
体
的
な
指
摘
は
な

い
」
と
し
て
い
ま
す

が
、「
資
料
を
見
る
限

り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
あ
り

き
で
あ
り
、
平
成
31
年

４
月
に
再
編
す
る
こ
と

が
区
か
ら
の
一
方
的
な

提
案
と
な
っ
て
い
る
」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
（
勝
山
中
学
校

　

「
学
校
給
食
費
無
償

化
に
向
け
て
」
２
０
１

８
年
冬
の
学
習
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
、
豊
か
で
安

全
な
学
校
給
食
を
め
ざ

す
大
阪
連
絡
会
主
催
で

１
月
27
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

滋
賀
県
長
浜
市
（
人

口
12
万
人
）
は
、
16
年

度
か
ら
、「
長
浜
市
市

民
で
支
え
る
小
学
校
給

食
費
補
助
事
業
」
を
始

め
ま
し
た
。
17
年
度
当

初
予
算
２
億
７
千
万

円
。

　
「
子
ど
も
は
長
浜
市
、

ひ
い
て
は
日
本
の
国
の

未
来
の
礎
で
あ
り
、
未

来
を
築
き
社
会
を
担
う

『
宝
』
…
学
校
給
食
費

の
無
料
化
を
通
し
て
…

子
ど
も
た
ち
が
感
謝
の

気
持
ち
と
市
民
全
体
で

支
え
あ
う
協
働
の
仕
組

み
を
学
び
理
解
す
る
こ

と
で
、
将
来
の
長
浜
市

を
担
う
人
材
の
育
成
に

寄
与
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

長
浜
産
コ
シ
ヒ
カ

リ
、
じ
ゃ
が
い
も
・
大

根
な
ど
の
市
産
の
野
菜

を
使
用
。
給
食
費
の
徴

収
が
な
く
な
り
教
職
員

の
負
担
も
軽
減
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

大
阪
府
下
市
町
村
別

の
学
校
給
食
の
形
態
‐

自
校
方
式
・
セ
ン
タ
ー

方
式
（
直
営
・
民
間
委

託
）、
親
子
方
式
、
デ

リ
バ
リ
ー
方
式
（
全
員

・
選
択
）
も
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
阪
市
教
は
貧
困
か

ら
子
ど
も
・
市
民
を
守

る
市
対
連
の
活
動
、
給

食
無
償
化
・
就
学
援
助

の
改
善
を
求
め
る
市
会

陳
情
の
取
り
組
み
を
報

告
し
ま
し
た
。

　

生
野
区
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
１
月
10
日
、
17
日

付
に
、
生
野
中
学
校

区
、
田
島
中
学
校
区
、

勝
山
中
学
校
・
鶴
橋
中

学
校
の
学
校
再
編
取
組

状
況
を
掲
載
し
ま
し

た
。
小
学
校
区
ご
と
の

基
本
合
意
が
得
ら
れ
な

い
ま
ま
、
中
学
校
区
学

的
な
手
立
て
を
、
市
教

委
に
強
く
求
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

大
阪
市
教
障
教
部
は

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
発
達
を
保
障
す
る

教
育
の
実
現
の
た
め
、

教
研
活
動
と
教
育
条
件

の
改
善
を
求
め
る
運
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

障
教
部
の
取
り
組
み

「
大
阪
市
障
害
児
教
育

研
究
会
」（
障
教
研
） 

で
は
、
参
加
者
そ
れ
ぞ

れ
の
語
り
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
語

ら
れ
る
子
ど
も
達
の
笑

顔
あ
ふ
れ
る
姿
の
中
に

も
、「
あ
と
一
人
先
生

が
い
れ
ば
、
も
っ
と
子

ど
も
に
寄
り
添
え
る
の

に
」
と
障
害
児
教
育
条

件
の
改
善
の
必
要
性
が

浮
き
彫
り
に
な
り
ま

す
。
時
に
は
、
大
変
な

苦
労
の
中
に
あ
っ
て
、

え
ば
、
困
難
の
本
質
が

く
っ
き
り
と
見
え
て
き

ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
声
を
障

教
部
に
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
次
回
の
障
教
研

は
、
２
月
23
日（
金
）で

す
。
よ
ろ
ず
相
談
も
受

け
付
け
ま
す
。
ご
参
加

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
を
受
け
止
め

切
れ
な
い
」
と
い
う
相

談
も
あ
り
ま
す
。
で

も
、 

み
ん
な
で
語
り
合

　

特
別
支
援
教
育
が
始

ま
っ
て
10
年
が
経
ち
ま

し
た
。
特
別
支
援
学
級

に
在
籍
す
る
子
ど
も
の

数
は
大
幅
に
増
加
し
続

け
て
い
ま
す
。

　

大
阪
市
の
特
別
支
援

学
級
に
在
籍
す
る
子
ど

も
は
10
年
前
と
比
べ
て

約
２
・
34
倍
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
一
方
で
、

特
別
支
援
学
級
担
任
数

は
１
・
94
倍
に
留
ま
っ

て
お
り
、
障
害
児
教
育

の
充
実
に
向
け
た
根
本

的
な
手
立
て
が
早
急
に

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
通
常
学
級
の

「
特
別
支
援
学
級
に
在

籍
す
る
児
童
を
含
め
る

と
定
数
（
40
人
・
35

人
）
を
越
え
る
」
と
い

う
事
態
も
頻
繁
に
起
き

て
い
ま
す
。
全
国
で
は

あ
り
え
な
い
、
大
阪
の

異
常
な
実
態
で
す
。
こ

の
打
開
に
向
け
た
具
体

統
廃
合
強
行
許
す
な

鶴
橋・勝
山
中
再
編
へ

２度目の住民投票はゴメン
カジノ　
巨大開発NO市民要求実現を

日
付
朝
日
）
で
す
。

　

市
対
連
各
団
体
の
発

言
は
次
の
通
り
で
す
。

○
職
員
基
本
条
例
は
職

員
を
市
長
に
服
従
さ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
、
窓
口
の
民
間
委
託

で
住
民
票
の
発
行
に
２

～
３
時
間
待
ち
と
な
っ

て
い
る（
市
労
組
）○
学

力
経
年
調
査
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
テ
ス
ト
、
統
一
テ

ス
ト
、「
学
力
テ
ス
ト

体
制
」
教
育
破
壊
を
や

め
よ（
大
阪
市
教
）○
生

活
保
護
引
き
下
げ
は
国

民
最
低
生
活
基
準
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の
底

が
抜
け
る
、
引
き
下
げ

を
許
さ
な
い
闘
い
を
！

（
生
活
と
健
康
を
守
る

会
）
○
学
校
歯
科
検
診

で
要
治
療
と
診
断
さ
れ

た
児
童
の
受
診
率
を
高

め
る
施
策
を
（
歯
科
保

険
医
協
会
）
○
福
祉
医

療
制
度
（
老
人
、
重
度

障
が
い
者
、
ひ
と
り
親

家
庭
、
子
ど
も
）
改
悪

反
対
（
保
険
医
協
会
）

○
介
護
・
国
民
健
康
保

険
料
値
上
げ
反
対
、
地

下
鉄
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

転
落
防
止
柵
の
設
置
促

進
（
年
金
者
組
合
）
○

人
材
不
足
が
続
く
福
祉

職
員
の
賃
金
の
抜
本
的

底
上
げ
、
職
員
の
増
員

（
福
祉
保
育
労
）
○
経

済
的
事
由
に
よ
る
手
遅

れ
死
亡
例
を
出
さ
な
い

た
め
の
窓
口
負
担
免

除
、
減
免
を
（
民
医
連
）
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